
P eire　C ardinal （1）

－アルビ十字軍期の詩一

井　上　富　江

　　（序）

　Peire　Cardinal　は，1180年から1182年の間に，Puy -en ･velay　で生まれたと云われている．

この数字には，いろいろな異論が，となえられているか，1204年，Toulouse　のRaimon VIのsecra・

taireとして，Petrus　Cardinalisと署名があり，secretaireという地位は，22－24才以下ではつ

けないところから推して，ほぼ確信できるものだとされている．又，確実に日付けがつけられる一番

古い詩が，1205年であり，これが政治風劇詩の初まりだったとすれば，彼の作詩活動は，少くとも，

1200年（20才）の頃はヒめられたと，推定される．そうすれば，1180年という数字が，妥当な線であ

ろうと考えられる．

　彼の家は，Puy ･en ･velay では，相当の家柄で，その一族は，教会参事会員，maitre ･professeur

等が多数輩出した名家であった．彼自身も，その父の意志により，chamojneになるべく教育された

のであった．

　しかし，当時しばしば催されたPuyの官邸での祭礼に，彼も参加することを許されていたが，そこ

で，すでにかなり有名であった，Moine　de　MontaudonであｰったPeire　de　Nicのchanson　d’

amourや，sirventasを，聞く機会を得，非常に興味をおぼえていたことが，Lavaudによって指

摘されている．と同時に，彼の家の近くにあったUniversit6　de　st　Mayolで教えていたtroub ．

　　　　註出adours（そのなかには，Garin　le　Brun･Chateauneuf -de -Randon の副領主もいたか）の影響も

無視することは，できない．やがて，彼自身も詩作を試み始め，その才能をみとめられて，Toulouse

伯，Raimon VIのもとで，secri§taireとして，又poateとLての地位を得ることになったのであった.

　　〔I〕Peira　Cardinal　とその時代及び環境

　彼の詩を理解する上には，彼の生まれた時代と，北フランスとは全く風俗習慣を異にした，Midi

の状況を考慮に入れることが，欠くべからざる要素になってくる，そして又，それこそ，彼が，sir

venti!sを作るようになる過程と，彼のsjrventasの性格を，決定していくものであるといえる．当

時のMidiは，Cathareが深く浸透し，cathoriqueへの信仰は，重大な危機に，たたされていた．

教皇イノセント３世は，南仏諸候に対する説得や会談，調停といった，さまざまな試みを行った．し

かし，南仏諸候の間にもCathareは，入りこんでいた上に，他の諸候達も，積極的にそれを追放しよ

うという気配はなかった．それは，ことCathareのみに限られたことではなく，当時のLanguedoe

は、Camprou　氏

やTou】･useには、

ように，サラセン人や。ダヤ人達にも，非常に寛大であった.B6zier

セン商人や、ユダヤ人、スペイン人達の一画　もあり、Midiの知的

中心であった，Montpe】］ier大学では，ユダヤ人やアラビア人が教授として尊敬されていたという.

　n95年のM･ntpemerでの宗教会議で，「キリスト教徒たるものが，サラセン人やユダヤ人の家に

召使いとして働いてはならない．」との布告を出したが，何の効果もなかったという.Cathareに

対しても，1165年，AIbiの司教Guilhemによって，Lombersの会議が持たれたが，この結果は，

LouisⅦの娘，Constaneeと，Raimon V との離別だけだった.1203年のCarcassonneで行われた
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会議では，カトリックの司教でさえ，Cathareの教義のぃくつかを支持するにぃたった.Toulouse

の司教Folquetに対して，Aymar　de　Radela候が語った次の言葉か，南仏諸候の偽らざる気持

であったであろう．「私達は，彼らと一諸に育ったのです．彼らの中に，両親がいるものもぃるし，

お互ぃ平和に生きていく以外に仕方がないでしょう．」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註〔3〕　しかし，一方Cathareの現世での財産所有を認めないという教義か，諸候遠のカトリック教会掠

奪の一つの方便として，利用されていたことも否めない事実であった.

　1207年Pamiersの宗教会議も，不成巧に終り，1208年教皇持使Pierre　de　Castelnauが殺害

されたにいたって，ついにC roisade　des　AIbige�sを，教権によって組織したのであった.

　Peire　Cardinalが，Toulouse伯のもとに行った時，このような時代の暗雲がle　Puyをも，

おおい飴めた頃であった．事実】e　Puyの官邸は，1209年，このCroisadeの為に，閉鎖されてし

まった．そして，Toulouse伯のもとで，その戦争の渦にまきこまれ，その為に，この血なまぐさい

戦さを，つぶさに，見守ることになったということは，彼にとって不幸なことであった．「戦さとぃ

うものが、どんなに人間の獣性を、たけり狂わせるものであるか.JJ os6ph　Anglade も、この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註(4)C roisade　des　Ahgeois の、Peire　Cardinalに与えた影響の大きさを指摘する．

　さて，彼の詩作の時期を，vossler，Janroy，Lavaudなど，諸家のいう２つの時期に分けると

と次のようになる．

　第一期－－1200年～1243年

　第二期一･---1244年～1278年

　彼の詩をほぼ決定したのは，このうちの第一期，とりわけ，1200年から1229年（この年にLouis xl

とRaimonⅦの間にtraitll　de　Parisが結ばれた．）のこの動乱の時期であった．この期の彼の

作品を見，Cnoisade　des　AIbigeoisが，彼の詩に，どう影響を与えていったのかを模索してみたい

と思う.

　　（II）初期の詩からａｍｏｕｒ　ｃｏｕｒｔｏｉｓへの訣別

　1201年から1202年に書かれたと推定される゛Dels　quatre　caps　que/i la　cr（5s″は，聖地への

Croisade即，n98年Fr6d6ric IIによってひきいられた第４次十字軍によせて，歌われたと考えら

れるが，この中には，後の彼の詩にみられる重苦しさは，みヒんもない．若き聖職者として，自らの

キリスト教への信仰を歌いあげたものであった．ただ，ここで注目すべきなのは，この詩が，ラテン

語の宗教詩を借用していることである.

　　「死んだ木は，生命の木又，知の木となり，苦しみの象徴は，栄光のしるしとなる」という言葉に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註（5）よって，若き，Peire　Cardinalが，キリスト教の教義をその根元まで，さかのぼってとらえようと

する態度がうかがえる．この態度こそ，カトリックでは，もうすでに少しずつ失われかけ，Cathare

や，vaudois達によって，追求されていた態度なのであった．

　この期につくったamour　courtoisを扱った時，

　゛A　tota　donna　fora　sens″

　゛Desirat　ai，enquer　desir ″

　が，みとめられ，Toulouseへ招かれることになった．このまま，amour　courtoisを扱う　Trou

badourの一員に名をつらねるかにみえたのだか，しかし，時代の暗雲は，もうすでに低くたれこめ

始め，］e　Puyの官邸そのものも，かってのはなやかさは，次第に遠くなり，その衰退は，護の目に

も明らかになってくる．彼がその世の移り変りを感じ，婦人への不信（この原因は，明らかではないj
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をつのらせ，もう愛の歌を歌わないと，

　゛Lo　segle　rei　chanjar ･･の中で歌うにいたった．そして，Toulouseへ移ってから，

　゛B en　teinh ixlr　f･1，E　per　muzarい

　゛S’ieu　fos　amatz　o　amas ″

　゛Domna　que　va　ves　va16nsa″

　などに，愛の歌を歌ってはいるか，甘い愛ではなく，愛への動揺した気持，想像の愛と，現実の愛

との葛藤という形でしか歌われてはいない．彼の愛に対する態度には，信仰に対する態度と，全く同

質のものが認められる．即，完全に純粋で，決して裏切ることも，裏一切られることも認めない．常に

理性に支えられ，決してその中に狂気のように，おぼれることを許さない．このような態度は，あま

りに潔癖で，理性的な彼の生来の性格によるものであるのか，それとも，聖職者としてうけた，その

教育によるものであろうか．そして，彼のamour　courtoisへの決定的な訣別は，

　　゛Ar　me　puese　ieu　Lauzar　d’ Amor″

　の中で宣言される．

　一方，1207年，教皇特使は，Provenceに，RaimonVIを招き，1205年に，教皇との間にかわした

　「異端追放」の誓約を実行にうつすように，再度返答をうながした時，彼は，それを拒絶し，破門さ

れてしまった．が，彼の領地内での内乱によって，再度教皇に誓約を入れ，彼自身もC roisade des

AIbigeoisの一員として，自分の領地へ，十字軍を入れることになってしまったのであった．彼自身，

矛盾にみちた行動をとるのだが，直接戦いに加わった形跡もない．その態度に業を煮やしたシトー修

道会の鋭い追求をうけて，Raimon VI ，ついに1209年，Simon　de Montfortと，たもとを分かっ

て，その攻撃をうけることになった.1211年からその苦難の時代が始まる.Peire　Cardina1が，

Satireに手をそめ，そのほこ先を，聖職者達，又　Francais（即，La昭uedociensに対する意味で

で，彼の詩に使われているのは，北仏の人々のこと．）達に，むけられることになったのは，丁度こ

の頃であった.

　　〔・〕聖職者に対するＳｉｒｖｅｎｔｉｓ

　彼の聖職者達や，Frangaisへの批判の中でも，とりわけ，　C roisade　des Albigeoisを支持し，

Raimon VIをこの戦さの中に追いこんだ聖職者達にむける矛先は，鋭いものであった.

　　゛L゛Atessi　com　per　Fargan ″

　　゛D ’Estave　de　Belmon ″

　　゛Un　sirventas　trametrai ″

　　゛Un　sirventas　ai　en　cor ″

　の中にでてくる一連の゛裏切り者″という表現は，全て1212年から1213年にかけて，おこった掠奪

行為に対して，それを導いた者をあらわしているように思われる．即，1212年le　Puyの§v6qve

であった，　Bertrand　de Chlle弓oilは．十字軍の１員としてづ’｀てきて゛た･P“lsⅣde　P11i‘

gnacに対して忠誠を誓った.Peire　Cardinalにとって，この行為は，十字軍兵士をこの地に腰を

すえさせ，le　PuyからBi§zierにかけてなされた掠奪と殺戮の戦いを，まるで準備したもののよう

にうつったのであろうか．これは，更に゛L ’Archivesques　de　Narbona ″ の中で，より具体的に，

そして，より手きびしく批難されることになる．十字軍の精神的柱であるCiteauxの僧院長，又，

1211年の会議の際の立役者であったArnault　Amalricが，彼のSirventasの巾で槍玉にあげられ

る．
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　実際のところは，この会議に於いて，RaimonⅥは，自らの利かどこにあるかをみきわ.｀:ろのに汲

々として，異端者（h6ritique）を，かばう意志など毛頭なかったのではないかと，Pierre　Bel・

perronはその著゛La　Croisade　contre　】es　AIbigeois　et　l ’union　du　Languedoc ″ の中

で述べている．ただこの時の条件が（異端を追い払えば，その財産の所有権も，その領地も，彼に与

　　　　Ⅲ6）えられるであろう」というものであり，彼自身独力で異端を追い払うには，あまりに深く浸透しすぎ

ていた．　しかし十字軍兵士達の力を借りれば･自分の領土さえF「゛lil？is遠のものになるのは明らか

なことであった．二者拓一をせまられたRaimorⅥか，やむなく戦いに踏み切ったというのが真相

であった．しかし，Pejre　Cardinalの目には，そうはうつらなかった．後に引用するRaimon VI

への讃辞は，彼がどんなに候を信頼し，讃美しているかをよくかたっている.Peire　Cardinalにと

っては，Paymond VI は，絶対であり，その彼を窮地に追いつめた，Arnault　Amalric　は，traitre

以外の何物でもないわけである.

　　　　　　　Tals　a　el　cap　la corona　　　　　　　Tel　a au chef　lacouronne　（mitre）

　　　　　　　E porta　blanc vestimen　　　　　　　et　p（lrte　blanc vatement　dont　la

　　　　　　　Que －l　vohjntatz　es　feHona　　　　volont6　est　f61one　comme　celle d’un

　　　　　　　Com de　lop （j de　serpen，　　　　1.up ou d’un　serpent .

　　　　　　　Car qui　tol　e　trais　e　men　　　　Car　si　quelqu ’un vole ，trahit　et ment ，

　　　　　　　E　aussi　e　empoizona ，　　　　　　　tue　et　empoisonne ，d’apri§s　ee】a　apparait

　　　　　　　Ad aquo　es　aparven　　　　　　　　　bien　quel　vouloir　en　h】i（bourgeonne）　se

　　　　　　　Cals volers　i　brotona .　　　　　　dilveloppe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詫（7）　　　　　　　かくの如きが冠いただき

　　　　　　　白い服きてござる

　　　　　　　おおかみのごと，はた又へびのごと

　　　　　　　よこしまな心もて

　　　　　　　盗み，裏切り，うそつき，毒殺

　　　　　　　人に先んじてやりたカワ，

　　〈盗み〉，くうそつき）は，聖職者の常として，世のそしりをのがれられぬところであろう．（裏

切り〉は，先に既に説明したが，ここにあらわれた〈毒殺〉も又，１つのalhjsionで，1209年，

B§zierのvicomteであったRoger　TreneavelをCarcassonneの駝にとじこめ，毒殺した首謀

者であったことをさしているようである．このRoger　Trencavelは，Raymond VIの甥にあたり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　註〔8〕完全に，cathareて’あった為に，Simon　de　Montfortによって，その最初の犠牲者として葬られ

てしまった．心情的にcathareの教義に同調するものを持っていたCardinalは，この死が，とり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註（9）わけ毒殺であっただけに深い憤りを持っていたのであろう．

　さてこの期の聖職者への批難のほこ先は，たまたま，Estave　de　Beaumont事件がおこったこ

とにより，３編の詩の中に，Clercs全体への批難という形をとってあらわされる.

　　　゛D’ Estave　de　Belmon ″

　　　゛Un　sirventぞls　trametrai ″

　　　゛Un　sirventas　ai　en　cor ″

　がそれである．このEstave　de　Beaumontはle　Puyのカテドラルのclercであり，多分，

chamoineでもあったらしい．そのEstaveが，夕食に招いておいて両親と息子そして料理人，Ｓ使．
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監督官を殺害した．この犯罪は，聖職者がおこしたものであったが為に，Estaveは結局罰せられる

ことなくすんだ.Peire　CardinalのEstaveへの憎しみが，想像を絶するものであることは，後

に引用する詩句によくあらわれている．しかも，このEst§veも十字軍兵士達をけしかけ，Tud§le

や，le　Puy，Montferrand等へ掠奪にいかせた先の事件にも関係していた.

　　　　　Esteves　a　la　testa　gr(5ssa　　　　　　Est&ve　a　la　t§te　grosse　et　la ventre

　　　　　E ･l ventre　redon conla　b6ssa；　　　　rondcornlne　bosse；　ses　4)aules　semblent

　　　　　Sas　espatlas　semblan　trasd‘3ssa　・　　1ent　sac　au dos ， jamai5　je ne　vis

　　　　　Anc　novic　el　mon　lajoi 6ssa ；　　　au monde　phJs　laidecarcasse；

　　　　　エステーヴ，大頭，　　　　　　　註1捕

　　　　　こぷのようなでっぱら

　　　　　まるで袋くっつけたよな肩

　　　　　がい骨よりなお醜悪なもの見たこともないわい

　と，その容貌から手はヒめに，

　　　　　Mays Esteves　a　trop mala　ratela，

　　　　　Que　a　l 'escarcela

　　　　　Ten apcha o　astela .　　　　　　　　　　majs Estave　a　trop m6cbante　rate，

　　　　　Malament　capdela　　　　　　　　　　　　　car　a(c6t6 de)PescarceHe　il

　　　　　Sels　qu'entorn　lui　estan；　　　　　　　　grade　toujours　hache　ou　6pieu.

　　　　　　　　　Del　bran　　　　　　　　　　　　　　Rudement　il　traite　ceux quj sont

　　　　　Per　la guarguamela　　　　　　　　　　　autour de　lui　；de son　6p6e　i

　　　　　Empenh　si　lo　trenchan　　　　　　　　　travers　la　gorge　il　assane　ainsi　le

　　　　　　　　　Guaban；　　　　　　　　　　　　　　　tranchant　en plaisantant :

　　　　　TOl　bras　o　ayssela　　　　　　　　　　　　il　emporte　un　bras ou une 6paule

　　　　　Tot　rizen e　perlan ，　　　　　　　　　　　tout　en　riant　et　parlant　et　sifflant ；

　　　　　　　　　Chunan ；　　　　　　　　　　　　　　puis，si　on　l 'en accuse ，il　ne　se

　　　　　Pueys，qui　lo　'n　apela　，　　　　　　　dafend ni　peu ni　prou .

　　　　　No ・s　defen　tan ni　quan.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註013
　　　　　エステーヴ，あまりに悪いねずみ

　　　　　財布片手に斧と矛離さず

　　　　　まわりのもの，むごう扱う

　　　　　その槍のどをつらぬき

　　　　　楽しみつつきりきざみ

　　　　　笑みたたえ，語りつつ

　　　　　口笛吹いて

　　　　　腕を持ち，又屑を持つ

　　　　　おまえを誰かがののしったとて

　　　　　誰がかぼうてやるものか

　と手きびしい．その後に掠奪をけしかけたClercsへの批難が続くのであった．

36



　(TV)Frangaisに対するｓｉｒｖｅｎｔ６ｓ

Ｆ゛ｌｌ？ｉｓに対する反感も･又それに劣らずひどｏものである.

　　　゛Lo　jorn qu'eu　fui　natz ″

中にその批難をみると、ざっと次のように続く.

　　　　Que ･1 mon　fo　semenatz

D ’una　laga　sem6nsa

Que　ten empachatz

L〔〕s　regnes　e－ls　comtatz，

Don　ieis desconoiss6nsa

E　tortz　e　baratz

Que　s ’espan ves　totz　latz ｡

この世は，悪の種子の

蔓延するがままに

王国を，伯爵領を占領され

無知，不正，欺隔も

その種子に起因Ｌ

四方ハ方，拡散す

L s uns　tol　e　1 ’autre　pren

E　I ’autre　es　coyssen　；

Lg autre es　en consire

　　　Car hom　si　defen ；

L’ autre　embla e men，

E　I ’autre va　aussire

　　　Homes　per argen

E I ’autre per nien.

ある者は、掠奪し

他の者は、かすめとる

ある者は、その共犯者

人は皆我が身かわいさゆえに、

ある者は、盗み、又嘘をつく

ある者は、金の為

ある者は、理由もなく

人を殺す

註(13)

註(摺

car　le monde　fut　ensemenc6 d 'une vjlaine

sernence　qui　occupe　et　obstrue　les

royaurnes　et　les comt6s et d'oa sortent

Pignorance，1 'injustice　et　la　fra1】de，qui

se　r6pand de　tous　les　c6t6s ｡

L’ un　pine，】’autre　prend

et　l ’autre　est　complice；

　P autre　est　en　souci

parce qu’on　se　d6fend；

】’autre vole　et ment ，

et　l ゛autre　va　tuer　les　gens

pour de　l ’argent

et　ls autre　pour　rien.

　これが，Simon　de　Montfortのもたらした悪だと，彼は嘆く．あくまでもToulouse入であり，

To�ollseへの愛着は･゛やが上にも･北方十字軍兵士達F17゛？isへの反感を･そそるものであ゜

たのであろうか.　Peire　Cardina1のs8tireは･その舞台を･南仏の事件だけでなく・F゛"？is

への反感をあらわす事件を，国外にまでひろげている.1212年から1213年，S ici1 1E Fr6dilric が，

lnnocent m とPhilippe　Augusteに支持されて，イギリス王jean.Saint -Terre　と，ドイツ皇帝，

Othon IV に対して戦う.ことになった.Peire　Cardinalは，このFr6�ricに対して．
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　　　゛Per Fols Tenc Polhems E　Lombartz ″

　の中で･｢魂の狂気と・破城の中で･無差別に殺戮する狂暴なこのF“11？isに従わな゛ように｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註㈲忠告する.

　1215年の公会議で，RaimonⅦに約束されたのは，ローヌ川以東の領地と，十字軍のいまだ征服さ

れざる土地は，その成年後にRaimonⅦに委ねるというものであった．かくして，かっての大領主

は，その本拠地Toulouseをも，Simon　de　Montfortの手に渡すことになってしまったのであっ

た.Raimon VI が，これをせ受できるわけもなく，1216年頃から，Midiの失地回復の為に蜂起の準

備を始め，1917年Toulouseの蜂起をあわせて，Simon軍と対決することになった．この頃に書か

れたとされる゛Falsedatz　e　desmezura ″ の中では，更に言葉は辛辣になる.

　　　　　Falsedatz e desmezura

　　　　　　An batai11a　empr6za　　　　　　　　　　Fausset6　et　dilmesure　ont　entrepris　la

　　　　　Ab vertat　e　ab drechura　　　　　　　　bataiHe　avec v6rit6　et　droiture et　la

　　　　　　E　vens　la　fals6za .　　　　　　　　　　fausset6　est　victorieuse.Et　d61oyaut6

　　　　　E　desHaltatz　si　jura　　　　　　　　　　　se　conjure　contre　loyaut6 ， et　avarice

　　　　　　Contra　lia16za ，　　　　　　　　　　　　　s'efforce　contre　largesse ；　traltrise

　　　　　E　avaretatz　s satura　　　　　　　　　　　vainc　amour　et m6chancet6 vale1】r，et

　　　　　　Encontra　largu6za；　　　　　　　　　　　p6chi　chasse　saintet§　et　fourberie

　　　　　　Feunia vens　am6r　　　　　　　　　　　　simplicit6 .

　　　　　　E malvestatz va16r ，

　　　　　E　peccatz　cassa　sanct6r

　　　　　　E　baratz　simp16za.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註OS　　　　　欺痛と乱気が

　　　　　真理と正義に

　　　　　戦いをしかけ勝利した．

　　　　　不忠が忠義を

　　　　　おい払い

　　　　　貪欲は寛大さを

　　　　　押しのけ

　　　　　裏切りが愛にかち

　　　　　悪が尊とばれ，

　　　　　罪が聖らかさを追いたて

　　　　　無垢なものを一す.

　Francais遠のもたらしたのは，かくの如き，悪徳の限りだと嘆くと同時に，仏軍との決定的な戦

いを前にして，南仏各候の士気を，ふるいたたせる為に歌われたものである．当然，Raimon VI の，

徳を，ことさらにほめたたえる句が後に続く.

　　　　　Coms Raimons， ducx de Narb6na，　　Comte Raymon， duc de Narbonne ，marquis

　　　　　　Marques de Pro6nsa，　　　　　　　　　de Provence ， votre valeur est　si　bonne

　　　　　vostra valors　es tan b6na　　　　　qu 'elle orne　le monde　entier ，car de　la

　　　　　　Que　tot　lo mon ginsa ，　　　　　　　　mer de B ayonne　jusqu 'a valence　il　ya
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Car de　la mar de Baiona

　Entro a va16nsa

A　grans　gens　falsa　e　fe16na ，

　Laj'en vilten6nsa　；

　Mas vos　tenes　vjl　lor ，

　QI】e Frances　bevedor

Ph]s　que　perditz　ar austor

　No vos　fan　temilnsa ｡

レモン伯，ナルボンヌ公

プロヴァンス男爵，

御身の徳は，かくも偉大

全世界を統治する

バイヨンヌの海から

ヴァランスにいたる迄

誤ち多き，嘘つきの

醜い人々かいるが故に

御身が敵対するのは彼らのみ

飲んべのフランス人など

そこらのいわしやこほどにも

御身を恐怖させるものか

註(旧

force　gent　fausse　et　f61one ，laide　en

son m6pris（1aidement m6prisante）:mais

（lest　eux que vous　tenez　pour vils ，car

les Francais　buveurs ，pas　phjs　que　les

perdrix a　l’autQur，ne vous　font　point

peur.

　この戦いは，幸いにして，一応RaimonⅥ側の勝利に終った.1218年６月S imon　de　Montfort

が戦死し，仏軍側の足並みが，乱れた為であった．しかし，Raimon VI，Philippe　Auguste ，Rairnon･

Roger　共に，相前後して，死の床につく.Cardinalの詩も，次第にものうさを増してくる.

　　　゛Mon chantar meil　rotraire al　cumina1 ″は，この頃につくられたものだといわれている．

Rei　e　comte，bailho　e　senescal

volo －ls　castels　e　las　terras　sazir

A　lur acort　e　paubra　gent　deHr，

E　li　baro　son，li　ph】s，atretal

Que　cascuns　ditz　:　ieu　penrai　d゛aco miau ，

E　ab　tot　son ph】s　paure　que　romiau ，

E　non　tenon vertat　ni　sagramen

E　nos　autre　em d'aquel mezeis　sen.

王も伯も大法官もセネシャルも

われがちに城や領地をとりたがる

貪しき者を踏みつけにして

男爵だって大方は，いわれての通りさ

私も，自分のものは守るさ

しかし，彼らときたら巡礼者よりも哀れだ

真もなく，約束も守らぬ
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註(ｍ

Rois　et　comtes ，baillis　et

sgn6chaux veulent　saisir　les　chi －

teaux et　les　terres　a　leur

v�ont6　.t　d§trujre　les　pauvres

gens ，et　les　barons　sont ，1a

plupart，tels　que　chacun dit　: je

prendraj　sur mon bien ，et　pourtant

ils　sont　plus　pauvres　que des

p61erins ，et　ils　riohservent　ni　la

v6rita　ni　leur　serment ，et　nous

autres　aussi solnnles　dans　cette

　－　　　　●亀meme manlere de　penser.
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　　　　　皆全て，かくの如き考えの中に入らされる

　1226年，５月末には，Arles王国にもFrancais達は入ってくる.CardinalのRaimonⅦを支

持するようにという呼びかけがその前になされる．かって，RaimonⅥに対してなしたと同様の讃辞

をささげ昔日の勢力を望むべくもない諸候への最後の努力を試みた.

　　　A Toloza　a tal Raym6n　　　　　　　　A Toulouse　il　y a un　tel　Raymon

　　　－Lo　comte　que Dieus Guja ./一一　　　－　le　comte　que Dieu veuille　guider ./--

　　　Qu' aissi　com nais　aiga de　f6n　　　que　tout　comme　1'eau　sort　de　la　fontaine ，

　　　　　Nais d'el　cavalaria；　　　　　　　　　de　lui　nart　chevalerie ，

　　　Car dels　peiors　homes　que s6n　　　　Car des　pires　honlnes　qui　sont

　　　Se defen e de tot　lo m6n，　　　　　　il　se dllfend　et　du monde　entjer ，

　　　　　Que Frances　ni　clerguia　　　　　　　si　bien que　ni　les Frangais ni　le　clerg6

　　　Ni　las　autras　gens　no －lh an　fr6n，　ni　les　autres　gens ne　peuvent　lui　faire　front ，

　　　　　Mas　als　bons　s'umilio　　　　　　　　　mais　jl　s'incline devant　les　bond

　　　　　　　E－ls mals　conf6n .　　　　　　　　　　et　il　d6truit　les m6chants .

　　　トゥールーズにかのRaimonあり

　　　一　神のお導きにふさわしい伯　－

　　水の泉から流れるがごと

　　生まれながらの真の騎士

　　この世の悪人しりぞけぬ

　　F“「1？is･聖職者･他の輩

　　彼の前に立ちもせず

　　しかし善には身を低う

　　悪は，これを打ちくだく

　かくも，南仏をゆり動かし，Cardinalの身辺を危くした，このC roisade des Albigeois も，

1229年，パリ条約で一応の終結をみる．

　　〔Ｖ〕紬　び

　以上みてきたように，第一期の彼の詩作の時期は，まさしく，十字軍と共になされたといっても，

過言ではない．そして，この異端者追放の為の戦いは，その発端から，カトリック信者も，女も，子

供までもむごたらしく殺す血なまぐさい戦いであった．法王は，法王で，王は，王で，又諸候は，諸

候で，聖職者は，聖職者で，各々の利益の為に狂奔する．カタり派の教理そのままに，この世は，地

獄であった．弱い貪しいものだけを犠牲にしてとCardinalは嘆く．そしてこの十字軍のもたらした

深い傷みは，Cardinalの以後の詩に，ずっと影をおとし続ける．

　この十字軍の間につくられたF「･㎎8is ’｀の憎しみと反感は･しかし･後の統治の公平さをみるに

いたって，やがて消えていった．しかし，聖職者への批判は，彼に対し，異端への疑いをかけさせる

ことになり，一時，Aragon家へ身を寄せることにもなったのだった.Cardinalの聖職者への批判

は，それによって．鈍ることなく，一生，手きびしい辛辣なSirventasをつくり続ける．

　彼のペシミストとして，モラリストとしての性格が，この期に形成されたといえるであろう．
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　各詩につけた仏訳は，Ren6　Lavaudのものを引用した．

又十字軍の各事件については，その大部分をPierre　Belperron匹ｍこよったが，Charles

Camprovx氏のご教授におうものもある．なおこの小論は，1974年10月，日本仏文学会で[]答発表

したものに加筆したものである．
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